
AED（自動体外式除細動器）とは
どのようなものですか？

　心臓に電気ショックを与
える機器です。心臓が心室
細動という不整脈を起こし
ている（心肺停止状態となっ
ている）人に使用すること
で、心臓の動きを元に戻す
機能があります。

A

心肺蘇生法の実施やＡＥＤの使用
は一般の人でも行えるのですか？

　特別な資格がなくても、誰
でも実施・使用できます。
　また、音声ガイダンスに従っ
て実施していれば、ＡＥＤ自体
が電気ショックの必要性を判
断し、不要なショックを与える
ことはありませんので、安心し
て使用してください。
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救急隊を待った方が
良いのではないですか？

　心肺機能が停止した場合、その
まま何もしないと、生存率は１分ご
とに約１０％ずつ減少してしまいま
す。一方、通報してから救急隊が
到着するまでの時間は平均約９分
であり、救急隊の到着を待ってい
ては、助かる可能性は限りなく低く
なってしまいます。

Q
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心肺蘇生法の実施やＡＥＤの使用
が失敗した場合、責任を問われる
のですか？

　一般の人が、心肺蘇生法の実施やＡＥ
Ｄを使用した場合、悪意や重過失がなけ
れば罪に問われることはありません。

A

講習はどこで受けられますか？

　各市町村の消防や日本赤十字社で実施
していますので、住所地または勤務地の
ある各市町村消防か日本赤十字社にお問
い合わせください。
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責任…
　不安…

到着まで
平均約9分

音声ガイダンス
で安心

千葉県健康福祉部医療整備課
TEL 043-223-3886
FAX 043-221-7379

「千葉県ＡＥＤの使用及び心肺蘇生
法の実施の促進に関する条例」の
内容など、詳細については、県ホー
ムページをご覧ください。

お問い合わせ先

　ＡＥＤ（automated external defibrillator）
は、日本語では、「自動体外式除細動器」といい、
心臓が心室細動という不整脈を起こしている（心肺
停止状態となっている）人に使用することで、細動
を取り除き心臓の動きを元に戻す医療機器です。
　一般の人でも簡単に使用することができ、心肺
蘇生法（内面参照）と合わせて実施することで、生
存率と社会復帰率を大幅に上昇させることができ
ます。
　現在、県内には、7,700台以上のＡＥＤが設置さ
れていますが、使用方法や設置場所の認知度、使
用率は決して高いとは言えません。
　ひとりでも多くの方の命を救うためには、県民の皆様にＡＥＤの使用方法や心肺蘇生法（救命処
置）について知っていただき、実際に行っていただくことがとても大切です。

AEDを知っていますか？AEDを知っていますか？

　急な心停止は、お年寄りや病気の人に
限ったものではありません。若くて健康な
方でも突然起こってしまう可能性がありま
す。
　あなたの周りの人を救うために、勇気を
持って救命処置を行ってください。
　いざという時に自信を持って救命処置
ができるように講習を受講しましょう。講
習については、住所地または勤務地のあ
る各市町村消防か日本赤十字社にお問い
合わせください。

県民の皆様へ県民の皆様へ

　ＡＥＤ本体には耐用年数が、電極パッドやバッテ
リーには使用期限がありますので、いざというと
きにＡＥＤが正しく作動するように、日常的にＡＥＤ
の保守点検を実施いただくようお願いします。
　また、ＡＥＤの設置にあたっては、設置場所をわ
かりやすく表示していただくほか、ＡＥＤの新規設
置や撤去等をされた場合は県に届け出ていただく
ようお願いします。詳しくは県ホーム
ページをご覧いただくか、県にお問
い合わせください（問い合わせ先等
については裏表紙をご覧ください）。

事業者の皆様へ

ＡＥＤ・心肺蘇生法ＡＥＤ・心肺蘇生法
について学びましょうについて学びましょうについて学びましょうについて学びましょう

よくある質問



意識なし

AEDを持って
来てください

119番通報
してください

大丈夫
ですか？

大きな声で呼びかけて
反応はありますか？

●肩をたたきながら、大声で「もしもし、大
丈夫ですか」と呼びかけます。

　頭や首にケガがあるとき、その疑いがあ
るときは、体を揺すったり動かしたりし
てはいけません。

●呼びかけなどに対して目を開けるか、な
んらかの返答又は目的のある仕草がな
ければ「反応なし」と判断します。

◆傷病者の顔と救助者の顔があまり近づ
きすぎないようにします。

１.反応を確認する１.反応を確認する

【AED使用手順】

【心肺蘇生とAED使用の手順の繰り返し】

●心肺蘇生を行っている途中にAEDが
届いたら、すぐにAEDを使う準備に移
ります。

●AEDは傷病者の頭の近くに置くと操作
しやすいです。

１.ＡＥＤの準備１.ＡＥＤの準備

　ＡＥＤとは、心室細動と呼ばれる症状
による心肺停止者に対し、電気ショック
を与えることで細動を取り除き、心臓
の動きを正常に戻すための医療機器
で、救命のためであれば一般市民でも
使用が可能です。
　ＡＥＤの使用を含めた心肺蘇生法の
手順と実技は、消防機関や日本赤十字
社等が実施する救命講習で学ぶことが
できます。

（自動体外式除細動器）

●ＡＥＤの電源は、機種によって、電源ボ
タンを押すものとフタを開けると自動
的に電源が入るものがあります。

●電源を入れたら、音声メッセージと点
滅するランプに従って操作します。

２.ＡＥＤの電源を入れる２.ＡＥＤの電源を入れる
●傷病者の服の胸を開きます。
●電極パッドを袋から取り出し、胸の右上
と左下側の肌に直接しっかりと貼り付
けます。

●貼り付ける位置はパッドや袋のイラスト
を参考にします。

●小学校に上がる前の子ども（乳児や幼
児）に対しては未就学児用パットや未就
学児用モードを使用します。小学生や中
学生以上の傷病者には小学生～大人用
パッドを使用してください。（未就学児用
パッドは流れる電気が不足するので使
用できません。)

３.電極パッドを貼り付ける３.電極パッドを貼り付ける
●電極パッドを貼り付けると、「体から離
れてください」と音声メッセージが流
れ、心電図の解析が始まります。

●心電図の解析後、電気ショックが必要
な場合は、「ショックが必要です」と音
声メッセージが流れます。

●「ショックは不要です」と音声メッセージ
が流れたら、音声メッセージに従いた
だちに心肺蘇生を再開します。

４.傷病者から離れる４.傷病者から離れる
●「ショックが必要」と音声メッセージが流れ
た場合、自動的に充電が開始されます。

●傷病者の体に誰も触れていないことを
再確認します。

●充電が完了したら電気ショックを行う
よう音声メッセージが流れるので、これ
に従いショックボタンを押します。

※電気ショックが必要な場合に、ショック
ボタンを押さなくても自動的に電気が
流れる機種（オートショックＡＥＤ）の場
合、傷病者から離れるように音声メッ
セージが流れ、カウントダウンまたはブ

ザーの後に自
動的に電気
ショックが行
われます。

５.電気ショック５.電気ショック

●反応がなければ、大声で周囲に助けを
求め、「119番通報してください」「AED
があれば、持ってきてください」などと
指示します。

●119 番へ通報するときは人が倒れてい
ることを伝えましょう。通信司令員が、
行うべきことを指導してくれます。携帯
のスピーカー機能を使用して落ち着い
てそれに従ってください。

２.助けを呼ぶ２.助けを呼ぶ
●10秒以内で胸やお腹の上がり下がりを
見て、普段どおりの呼吸をしているか判
断します。

●呼吸なしの場合、ただちに胸骨圧迫を
開始します。

●普段どおりの呼吸がある場合は、救急隊
の到着を待ちます。呼吸が認められなく
なったり、呼吸が普段どおりではなくなっ
たりした場合には、心臓が止まったとみな
して、ただちに胸骨圧迫を開始します。

◆傷病者の顔と救助者の顔があまり近づき
すぎないようにします。

※「胸やお腹に動きがないとき」、「10秒間
確認しても呼吸の状態がよくわからない
とき」、「しゃくりあ
げるような不規則
な呼吸をしていると
き」は「普段どおり
の呼吸なし」と判断
します。

３.呼吸を観察する３.呼吸を観察する
●胸の真ん中に片手のつけ根を置き、もう一方の手を
その上に重ねます（小児は片手でも可。乳児（１歳未満）
は指二本で）。体重を利用して１分間に100～120回
の速さで胸が沈む程度（大人で約５cm、小児は胸の
厚さの1/3）に真上から圧迫します（強く、速く、絶え
間なく）。

●傷病者が動き出したり、普段どおりの呼吸をし始めたりするか、救急隊に傷病者を
引き継ぐまで、心肺蘇生とAEDの手順を続けます。

◆ハンカチやタオルなどがあれば傷病者の鼻と口にかぶせます。マスクや衣服など
でも代用できます。

◆成人に対しては、人工呼吸を実施せず、胸骨圧迫だけを続けます。

◆小児に対しては、講習を受けて人工呼吸の技術を身につけていて、人工呼吸を
行う意思がある場合には、胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を繰り返し行います。

　感染の危険などを考えて、人工呼吸を行うことにためらいがある場合には、胸骨
圧迫だけを続けます。

４.胸骨圧迫４.胸骨圧迫

●気道の確保を行います。
●気道を確保したまま、額に当てた手の親指と
人差し指で鼻をつまみます。

●口を大きく開けて傷病者の口を覆い、約１秒間
かけて胸が軽く膨らむ程息を吹き込みます。

●吹き込みは２回行います。

（人工呼吸の手順）

● 電気ショック後もAEDはそのままの状態にしておき、ただちに心肺蘇生を再開します。
● 心肺蘇生を再開して２分経つとAEDが再度心電図を解析するので、傷病者から離れます。
● 以後、約２分おきに、心肺蘇生とAEDの手順を繰り返します。

ＡＥＤが到着したら

【ＡＥＤ設置情報検索システム】
　ＡＥＤ設置情報検索システムでは、県内の施
設等に設置されているＡＥＤについて、地図上
に表示された設置場所等の情報を、パソコンや
携帯電話から検索・閲覧できます。

　「街の情報館」日本地図上から千葉県を
クリックし、地図上のＡＥＤのタブをクリック。

（パソコン・スマートフォンの場合）
URL:
http://www.ipos-map.jp/

（携帯電話等の場合）
URL:
http://www.ipos-map.jp/
asp/aed.asp?kencode=12

閲覧方法

AEDについて
じ　どう たい  がい しき

しんしつさいどう

【心肺蘇生法の手順と実技】
しん  ぱい   そ   せい

救急蘇生法の指針2020（市民用）より引用

【心肺蘇生実施の後】

救急隊に引き継いだあとは、速
やかに石鹸と流水で手と顔を十
分に洗います。
傷病者の鼻と口にかぶせたハ
ンカチやタオルなどは、直接触
れないようにして廃棄すること
が望ましいです。

（◆の内容は、新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた対応）


